
平成 25年度 解析学の基礎 II 中間試験問題 2013年 12月 18日 (水)実施

1. f(x) は [a, b] で連続である．平均値の定理に基づいて次の各問に答えよ．

(a) f(x) は (a, b) で微分可能とする．このとき，f ′(x) > 0, ∀x ∈ (a, b) ならば f(x)

は [a, b] で狭義単調増加であることを示せ．

(b) f(x) は (a, b) で 2回微分可能とする．このとき，f ′′(x) > 0, ∀x ∈ (a, b) ならば
f(x) は [a, b] で下に凸であることを示せ．ただし，f(x) が下に凸であること
の定義を明示して示すこと．

2. 次の各問に答えよ．

(a) 4次方程式 f(x) = x4 − 5x3 + 5x− 1 = 0 は少なくとも 2つの解をもつことを
示せ．

(b) n 次導関数 (x log(1 + 2x))(n) を求めよ．

(c) 1 − cosx ∼ x2

2
, x → 0 を示せ．ただし，f(x), g(x) → 0, x → 0 のとき，

f(x) ∼ g(x), x → 0 は同位の無限小を表す．

3. f(x) = sin 2x の x0 = π
3
における 3次のテイラーの定理をかき，2次近似多項式を

求めよ．さらに，その結果から x0 における増減，凸性を答えよ．

4. f(x) = ex について

(a) 4次のマクローリンの定理をかけ．

(b) (a) の結果から，剰余項を評価して 2.6 < e < 2.8 を導け．


